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結論および考察
　1．　中国四川省で採集したRheum属植物5種の地下部を比較組織学的に検討した結果，根茎および根において
通気組織の有無あるいは発達程度，道管が木化するか否かあるいは木化程度，白血の形と径，放射組織の細胞層数な
どに種間差が認められ，これらの地下部はそれぞれ区別可能であった（Key　1，　TABLE　II）・
　2．　今回四川省の成都，重慶，回忌蔵民族自治州および虚実蔵民族自治州にある薬材公司，中薬店，草薬店，露店
商などで市場調査を行った結果，正品大黄以外のRheum属植物に由来する市場上はまったく認められなかった．，市
画品には本実験で検討した植物に由来する生薬がなかったが，今回の結果は今後民間薬調査をした際に入手できる薬
物の同定に利用しうる．
　3．道管の木化については，従来正品大黄3噛すなわちR．Patmatum　L，　R．　tanguticum　MAXIM．　ex　BALF・，
R・oOfcinate　BAILL・，の地下部の道管は木化しないとされ6），われわれはそれらに加え非正品大黄3種すなわちR・
emodi　WA肌．，　R．franzenbachii　MtiNT．，　R．　hotaoense　C．　Y．　CHENG　et　T．　C，KAoについても同様に木化しない
ことを報告した1）．今回検討した植物では，R．　alexandraeおよびR．　kialenseの2種において道管の木化が認められ，
また，R．pumilumでは一部の道管のみ木化することが明らかになった．道管が木化する要因については将来の解明
が期待される．
　4．本座で述べた5種は根茎において錦紋も粘液腔もなく，道管が木化すること，あるいは道管が木化しなくても
道管がグループをなして配列することで，すでに報告した正品大黄の原植物3種3）および非正品大黄の3種1》とは区
別された．
　5．R．　lhasaenseはS㏄tion　Rheumに分類されているが，放射組織が1～2細胞列，道管は少なく1～3（4）個
の群となって散在し，シュウ酸カルシウムの集晶が径25～135μmと大きいなどの点で前仏、で述べた同sectionの
R・emodi，　R・　franzenbachii，　R．　hotaoenseなどの植物とは異なっていた．
　6・R・　kialenseの地下部には軸方向に長い楕円形～長円形で，長さが径の2～3倍に達するシュウ酸カルシウム
の集晶が多く認められた．このように著しく伸長した集晶はこれまでに報告されたことはなく，本種の大きな特徴で
ある．なお，今回検討した他の植物およびすでに報告したRheum属植物の地下部には著しく伸長した集晶はないが，
やや伸長した集晶がまれに認められることがある．また，R．　delavayiに径300μmに達する巨大な集晶が認められ
るのも特徴的である．
　7．Rheum属植物の地下部には柔組織中に比較的大きな細胞間隙が認められるが，これはRheum属植物が比較
的湿気の多い場所に生育することに関係があると考えられ，また今回，とくに水を多く含んだ沼沢地あるいは川べり
に生育するR．　alexnndraeの地下部には顕著に発達した通気組織が認められた．
　8．　チベット医学書の『四部医典』7）には「大黄功効解熱毒，清賄熱，峻潟培根，亜大黄功効消炎，使瘡傷結痂，
治腎性水腫」とあり，『晶珠本草』s〕にも大黄，亜大黄および山立孜（Chu－Ma－rTzi，小大黄）が記載されている．ま
た，『蔵薬標準』4b）にもそれぞれ大黄，亜大黄，曲璃孜の3種類の大黄が収載され，「大黄潟熱雷下，亜大黄消炎，直
下，曲璃誌面胃腸積熱，潟下」と記され，このうち大黄が中医と共通の薬物であるとしている．三書では原植物とし
て，大黄にはR．palmatum，　R．　tanguticumおよびR．｛027icinaleを，亜大黄にはR・spiciformeおよび他のRheum
属植物を，曲璃孜にはR．　pumilumをあてている．以上のことからチベット医学では，漢薬の正品大黄以外に。他の
数種の同属植物が用いられており，薬性を区別して利用していることは興味深い．谷下作用は大黄が最も強く，曲璃
孜が最も弱く，利水，消炎作用については曲璃孜に独特の効果があるとされているが4・・b・7・8》，今後さらに他の効能
についても検討し，Rheum属植物のより正しい利用を考えるべきであろう．
　9．R．　lhasaenseは近年発表された新種9）であり，　Rheum節に属し，　R．　likiangense　G．　SAM．の近縁種とされてい
る．地下部の形状などから本種が大黄として出荷される可能性はないと考えられるが，R．　tikiangenseの地下部は雲
南省では傷薬，止良薬として使われている．R．　lhasaenseの地下部の断面は生根では類白色～淡紫紅色で，乾燥して
も正品大黄に似たにおいはしない．また，建白の地下部にはアントラキノン類が含有されないと報告されている9）．
以上のことから本心の地下部は潟下薬としては期待できないかもしれないが，乾燥すると根の色が変化することから，
多量のタンニンを含有していると考えられ，地下部も大型であることから，R．　likiangenseと同様に傷薬，止良薬と
して使用可能であると思われる．R．　lhasaenseの地下部についても現在化学成分と薬理作用を検索中である．
　10．　中国にはRheum属植物が約40種分布しており5｝，われわれがこれまでに検討した11種以外に，西蔵では
Spieiforma節の多種におよぶ植物およびR．　webbianum　ROYLEなど，新彊ではR．　wittrochii　LUNDSTR．など，
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雲南省ではR．ノbrrestii　DIELS．，　R．　likiangense　G．　SAM．などの植物が薬用とされている．これらの植物について
の生薬学的研究は追って報告する予定である．
謝　辞：本研究にあたり，比較植物をご同定下された北京医科大学薬学院の高作経教授に深謝する．
Abbreviations：c：　cambium，　ca：　clustered　crystal，　cal：　callus，　i：　intercellular　spaoe，　k：　cork，　ift：　leaf
trace，　mc：　medullary　ce11，　mpt：　phloem　medullary　ray，　mxy：　xylem　medullary　ray，　ebs：　obliterated　sieve，
pgc：　pigment　oell，　pxy：　xylem　parenchyma，　］rvb：　cork　encircled　vascular　bundle，　s：　sieve　tube，　v：　vessel，
vb：　vaseular　bundle．
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